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───────────────────────────────────────────

平成28年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ６ 月 会 議 会 議 録（第１日）

───────────────────────────────────────────

議事日程（第１号）

平成28年６月14日 午前10時00分開議

日程第１ 会議録署名議員の指名
４番 音嶋 正吾

６番 町田 正一

日程第２ 審議期間の決定 17日間 決定

日程第３ 諸般の報告 議長 報告

日程第４ 行政報告 市長 説明

日程第５ 報告第４号
平成２７年度壱岐市一般会計補正予算（第

１３号）の専決処分の報告について
財政課長 説明

日程第６ 報告第５号

平成２７年度壱岐市下水道事業特別会計補

正予算（第５号）の専決処分の報告につい

て

建設部長 説明

日程第７ 報告第６号
平成２７年度壱岐市一般会計予算の繰越明

許費繰越計算書の報告について
財政課長 説明

日程第８ 報告第７号
平成２７年度壱岐市簡易水道事業特別会計

予算の繰越明許費繰越計算書の報告につい

て

建設部長 説明

日程第９ 報告第８号
平成２７年度壱岐市下水道事業特別会計予

算の繰越明許費繰越計算書の報告について
建設部長 説明

日程第10 議案第51号

壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部改正につい

て

市民部長 説明

日程第11 議案第52号

壱岐市農業委員会の委員及び農地利用最適

化推進委員の定数を定める条例の制定につ

いて

農業委員会事務局長 説明

日程第12 議案第53号 市道路線の認定について 建設部長 説明

日程第13 議案第54号
平成２８年度壱岐市一般会計補正予算（第

２号）
財政課長 説明

日程第14 議案第55号
平成２８年度壱岐市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号）
保健環境部長 説明

──────────────────────────────

本日の会議に付した事件

（議事日程第１号に同じ）

──────────────────────────────
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出席議員（15名）

１番 赤木 貴尚君 ２番 土谷 勇二君

３番 呼子 好君 ４番 音嶋 正吾君

６番 町田 正一君 ７番 今西 菊乃君

８番 市山 和幸君 ９番 田原 輝男君

10番 豊坂 敏文君 11番 中田 恭一君

12番 久間 進君 13番 市山 繁君

14番 牧永 護君 15番 深見 義輝君

16番 鵜瀬 和博君

──────────────────────────────

欠席議員（１名）

５番 小金丸益明君

──────────────────────────────

欠 員（なし）

──────────────────────────────

事務局出席職員職氏名

事務局長 土谷 勝君 事務局次長 吉井 弘二君

事務局係長 若宮 廣祐君

──────────────────────────────

説明のため出席した者の職氏名

市長 …………………… 白川 博一君 副市長 ………………… 中原 康壽君

副市長 ………………… 笹原 直記君 教育長 ………………… 久保田良和君

企画振興部長 ………… 左野 健治君 市民部長 ……………… 堀江 敬治君

保健環境部長 ………… 髙下 正和君 建設部長 ……………… 原田憲一郎君

農林水産部長 ………… 井戸川由明君 教育次長 ……………… 山口 信幸君

消防本部消防長 ……… 安永 雅博君 総務課長 ……………… 久間 博喜君

財政課長 ……………… 中上 良二君 会計管理者 …………… 平田恵利子君

農業委員会事務局長 … 竹内 真治君

──────────────────────────────

午前10時00分開議

○議長（鵜瀬 和博君） 皆さん、おはようございます。会議に入る前に、傍聴の皆様にお願いを

申し上げます。傍聴の皆様は、傍聴席以外の議場に入ることはできません。また、議員執行部職
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員等とも、休憩中を含め議場内で会話することができませんので御了承をください。

会議に入る前に、あらかじめ御報告いたします。

長崎新聞社ほか３名の方から、報道取材のため撮影機材等の使用の申し出があり、許可いたし

ておりますので、御了承願います。

今期定例会におきましても夏の省エネ対策の一環として、クールビズを実施いたします。議場

での服装につきましては、上着、ネクタイの着用は各位の判断に任せることとしておりますので、

よろしくお願いします。

小金丸益明議員から欠席の届出があっております。

ただいまの出席議員は１５名であり、定足数に達しております。ただいまから平成２８年壱岐

市議会定例会６月会議を開きます。

これより本日の会議を開きます。

────────────・────・────────────

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長（鵜瀬 和博君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

６月会議の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、４番、音嶋正吾議員、６番、

町田正一議員を指名いたします。

────────────・────・────────────

日程第２．審議期間の決定

○議長（鵜瀬 和博君） 日程第２、審議期間の決定についてを議題とします。

６月会議の審議期間につきましては、去る６月１０日に議会運営委員会が開催され協議をされ

ておりますので、議会運営副委員長に対し協議結果の報告を求めます。町田議会運営副委員長。

〔議会運営副委員長（町田 正一君） 登壇〕

○議会運営副委員長（町田 正一君） 議会運営委員会の報告をいたします。

平成２８年壱岐市議会定例会６月会議の議事運営について、協議のため、去る６月１０日議会

運営委員会を開催いたしましたので、その結果について報告をいたします。

審議の期間の日程案につきましては、各議員のお手元に配付しておりますが、本日から６月

３０日までの１７日間と申し合わせをいたしました。

本定例会の６月会議に提案されます案件は、報告５件、条例制定１件、条例の一部改正１件、

平成２８年度補正予算関係２件、その他１件の合計１０件となっております。また、陳情１件を

受理いたしておりますが、お手元に配付のとおりであります。

本日は、審議期間の決定、議長の報告、市長の行政報告の説明を受け、その後、本日送付され

た議案の上程、説明を行います。
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６月１５日は休会としておりますが、議案に対する質疑並びに予算に関する発言の通告をされ

る方は、６月１５日の正午までに通告書の提出をお願いします。

６月１７日は議案に対する質疑を行い、質疑終了後、所管の委員会へ審査付託を行いますが、

質疑をされる場合はできる限り事前通告をされるようにお願いいたします。

なお、上程議案のうち平成２８年度一般会計補正予算（第２号）につきましては、特別委員会

を設置して審査をすべきということを確認いたしましたので、よろしくお願いします。

６月２１日、２２日の２日間を一般質問日としております。

６月２３日に各常任員会を開催し、２８日に予算特別委員会を開催するようにいたしておりま

す。

６月３０日本会議を開催し、各委員長の報告を受けた後、議案等の審議・採決を行い全日程を

終了いたしたいと思います。

なお、本定例会の審議期間中に請負契約の締結２件が追加議案として提出される予定となって

おりますが、委員会付託を省略し、全員審査を予定しております。

以上が、平成２８年壱岐市議会定例会６月会議の審議期間日程案であります。

円滑な運営に御協力を賜りますようお願い申し上げ、報告といたします。

〔議会運営副委員長（町田 正一君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） お諮りします。６月会議の審議期間は、議会運営副委員長の報告のとお

り、本日から６月３０日までの１７日間としたいと思います。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（鵜瀬 和博君） 異議なしと認めます。したがって、６月会議の審議期間は、本日から

６月３０日までの１７日間と決定いたしました。

────────────・────・────────────

日程第３．諸般の報告

○議長（鵜瀬 和博君） 日程第３、諸般の報告を行います。

諸般の報告を申し上げます。

平成２８年壱岐市議会定例会６月会議に提出され、受理した議案等は１０件であります。

次に、監査委員より、例月出納検査の報告書が提出をされており、その写しをお手元に配付し

ておりますので、御高覧をお願いします。

次に系統議長会であります。

去る５月２０日東京都におきまして開催された「全国民間空港所在都市議会協議会第８９回定

期総会」に、出席をいたしました。

会議では、国土交通省航空局より、関係予算等の概要説明がなされ、事務報告及び平成２８年
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度事業計画・予算が承認・可決されたところであります。

事務報告の中で、今回、茨城県小美玉市議会が新規加入され、加盟都市が５０都市となった旨

の報告がなされました。

次に、５月３１日に長崎県市議会議長会で、衆議院第２議員会館におきまして、平成２８年度

長崎県選出国会議員への要望活動を行いました。

壱岐市からは「クロマグロの産卵期における漁獲制限について」及び「離島航路の運賃低廉化

施策について」の２項目を要望いたしました。

次に、同日午後より開催された「全国市議会議長会第９２回定期総会」に出席をいたしました。

安倍内閣総理大臣、山崎参議院議長ほか出席のもと開催され、会議では、表彰式の後、一般事

務及び会計報告、各委員会事務報告並びに各部会より提出された２５議案及び会長提出の４議案

が可決・承認され、関係省庁、国会議員に対し、実行運動を行うことが決定をされました。

次に、６月１日に東京都におきまして、開催された「全国市議会議員共済会第１１２回代議員

会」に出席をいたしました。事務報告の後、平成２８年度会計決算報告がなされ、原案のとおり

認定されたところであります。

以上のとおり系統議長会に関する報告を終わりますが、詳しい資料につきましては、事務局に

保管いたしておりますので必要な方は、御高覧をお願いします。

次に、これまでのタブレット導入に関する内容について、御報告をいたします。

昨年度より、ＩＣＴ導入による議会運営及びペーパーレス化９０％以上の実現に向け、議会側

としてはＩＣＴ推進特別委員会を設置し、執行部と協議を重ね、研修等も行い、タブレット導入

について取り組んできたところです。

昨年の１２月会議よりペーパーによる議案書とタブレットの併用をしながら実証実験を進めて

きましたが、本定例会６月会議よりデータ化された議案書をタブレットのみで議案審議すること

で、議会ＩＣＴの本格的な導入となりますので、執行部を含め議員諸氏の積極的な活用と皆様の

御協力をお願いします。

今定例会６月会議において、議案等説明のため、白川市長をはじめ、教育委員会教育長に説明

員として出席を要請しておりますので、御了承を願います。

以上で、私からの報告を終わります。

────────────・────・────────────

日程第４．行政報告

○議長（鵜瀬 和博君） 日程第４、行政報告を行います。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） おはようございます。
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本日ここに、平成２８年壱岐市議会定例会６月会議の開催に当たり、前会議から本日までの市

政の重要事項及び今回補正予算に計上した主な内容等について御報告申し上げ、議員皆様の御理

解と御協力を賜りたいと存じます。

さて、平成２８年春の叙勲が発表され、本市から４名の方が受賞されております。元壱岐市長

の長田徹様が地方自治功労として旭日双光章を、元壱岐医師会会長の品川晃一郎様が保健衛生功

労として旭日双光章を、元日本郵政公社職員・特定郵便局長の浦川孝生様が郵政事業功労として

瑞宝双光章を、壱岐土地改良区理事長の此見武次様が土地改良事業功労として旭日単光章を受章

されました。

また、第２６回危険業務従事者叙勲として、元長崎県警部補の松永修武様が瑞宝単光章を受章

されました。今日まで築かれた御功績に、深甚なる敬意を表しますとともに、このたびの栄誉を

心からお慶び申し上げます。

次に、国境離島新法の制定につきましては、さきの５月会議における所信表明で述べさせてい

ただいたところでありますが、これまで市では国への施策提案を各部署から取りまとめを行い、

一方では、壱岐市国境離島新法制定期成会により働く場所づくりをテーマとした市民皆様からの

アイデア募集が行われるなど、官民一体となって、国への施策提案に向けた作業を行っていると

ころであります。引き続き、本市の振興発展と市民皆様の暮らしの向上につなげるため取り組み

を活発化してまいります。

来年４月、鯨伏中学校跡に介護福祉士養成校「こころ医療福祉専門学校壱岐校」が開校となり

ます。島内の介護福祉士を目指す学生が、島内の学校に通い専門的な教育を受けることが可能と

なると同時に、島外の学生、先生方が壱岐に住まわれることになりますので、人材育成のみなら

ず、地域活性化につながるものと大きな期待をしております。

本年度は、岩永学園が実施する校舎の耐震改修工事に係る経費の一部を助成するとともに生徒

に対する支援策を決定し、開校への準備を連携して進めてまいります。

平成２７年度のふるさと納税は、目標額１億円に対して１億６５６万円、前年度比３３５％の

増で大幅に実績を伸ばし、目標額を達成することができました。これは、昨年の９月からクレジ

ット決済による収納方法を追加したこと、お礼の品のカタログを改訂し、充実を図ったことなど

が要因となっております。

一方、ふるさと納税の積立基金「ふるさと応援金」の平成２７年度の使途については、子ども

応援コースの小中学校図書購入費に６００万円、景観・自然保護応援コースの自然公園環境整備

に８００万円など、総額２,４３０万円の基金取り崩しを行い、本市のふるさとづくりの施策に

有効に活用させていただいております。本市への御寄附をいただいた皆様に、この場をおかりし

て改めてお礼を申し上げる次第であります。
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本年度引き続きお礼の品の拡充やＰＲに努め、目標額１億８,０００万円を目指してまいりま

す。

次に、産業振興で活力あふれるまちづくり、まず農業の振興についてでございます。

肉用牛については、去る６月１日、２日に開催された子牛市において、子牛取引価格が市場開

設以来の高値を記録しております。

平均価格が４月市と比較し、１頭当たり約２万円高の８２万３,０００円となっており、あわ

せて去勢、雌ごとの平均価格につきましても市場開設以来の高値を記録しております。一方、

６月３日に開催された成牛市において１６９頭が入場しており、繁殖雌牛の減少を危惧しており

ますが、新規参入農業生産法人による１００頭規模の牛舎建設と新規就農者による３０頭規模の

牛舎建設が計画されており、繁殖雌牛の減少に歯どめがかかることを期待しております。本事業

につきましては、県より内示を受けておりますので、今回所要の予算を計上しております。

水稲につきましては、平成２８年産米で高温耐性品種への転換が進んでおり、つや姫、にこま

るの占める割合は全体の５０％に達しております。

葉たばこについては、全体的には生育は順調でありますが、中柄主体の作柄となっており、平

年並みの収量が見込まれております。一部の圃場において、生育不良が見られますので、原因等

について西九州たばこ耕作組合を中心に調査が行われております。

また、集落営農の法人化については、一昨年スタートした農地中間管理機構への集積を目的と

した事業等の推進により、本年５月末現在で１８組織が設立されております。残りの集落営農組

織についても、法人化に向け推進を図ってまいります。

今後も、農業者皆様そして壱岐市農協をはじめ関係機関と連係を図り、農業振興に努めてまい

ります。

次に、水産業の振興でございますが、平成２７年４月から本年３月までの市全体の漁獲高及び

漁獲量を前年と比較しますと、漁獲高は１２.８％増の４０億２,１００万円となっており、明る

い兆しが見えておりますが、反面、漁獲量は１１％減の５,１６２トンとなっており、水産資源

の減少、漁場環境の悪化による漁獲の減少、漁業者の高齢化並びに後継者不足など、依然厳しい

状況が続いております。

このような状況を踏まえ、水産業の振興を図るため、引き続き各種事業を展開してまいります。

意欲ある担い手の育成支援事業として、認定漁業者制度並びに漁業後継者対策事業を市単独事

業として実施しておりますが、現在認定農業者は１７３名で、漁業後継者は４名が研修中であり

ます。より効率的・計画的な漁業経営の創出と後継者の育成が図られるものであり、今後も積極

的な制度の活用を期待いたしております。その他、漁船漁業の機器設備の充実を図るため、漁船

近代化機器導入への助成についても、引き続き実施をいたしてまいります。
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国・県の事業といたしましては、離島活性化交付金による水産物ブランド化事業と県の新水産

業収益向上・活性化支援事業により漁業者所得の向上と地域・漁村の活性化を推進してまいりま

す。

水産業の振興を図るべく、今後も漁業者の皆様そして各漁協をはじめ関係機関と連係を図りな

がら取り組んでまいります。

次に、観光の振興についてでございますが、平成２７年の観光客数は夏場の台風の襲来も少な

く、好天に恵まれた影響もあり、観光客延べ数は５６万１,３１１人、対前年比１０４.８％であ

りました。

ことしに入り、１月から３月の宿泊客数は、前年より増加しておりましたが、４月に発生した

熊本地震の影響もございまして、現在のところ２,７９０人の宿泊客のキャンセルが出るなど、

本市の観光においても少なからず影響が出ております。

そのような中、本市といたしましては博多どんたくへの参加や後述する博多駅前での物産展の

開催等を通じて、市民団体や島内企業関係者とともに壱岐のＰＲに努めているところであります。

また、今月３０日に東京で開催される外務省主催の「地域の魅力発信セミナー」に参加する予定

であり、駐日外交団、外国航空会社等を対象とした同セミナーへの参加等を通じて、国内にとど

まらず、国外にも壱岐の魅力を発信してまいります。

さて、開館から７年目を迎えた一支国博物館では、本年４月１６日に来館者総数６５万人を達

成し、５月末現在６６万４,４７３人となっており、市民皆様をはじめ多くの方々に御来館いた

だいております。今後も、関係団体と連携しながら壱岐の多彩な観光素材である古墳や神社仏閣

といった歴史・文化遺産とあわせて、魅力ある壱岐の情報発信を行い、官民一体となり「実りの

島、壱岐」の観光コンセプトのもと、福岡市・九州離島広域連携事業等を活用した交流人口の拡

大、誘客活動を行ってまいります。また、日本遺産を活用した情報発信を強化し、体験ツアー等

も企画してまいります。

修学旅行、教育旅行については、本年度、長崎県内７校、長崎県外２１校、計２８校が来島さ

れる予定でありましたが、熊本地震の影響で県外３校の壱岐への来島がキャンセルとなる一方、

壱岐への振りかえで１校増加となっております。現時点で２６校、２,８５４人が来島予定とな

っております。既に、５月中旬から随時来島され、田植え体験、マリンスポーツ等、大変好評を

得ております。誘致につきましては、受け入れる側の魅力の向上と体制の整備も大きな要因とな

りますので、トップセールスを含め、観光連盟とも連携し誘致活動を推進してまいります。

また、本年３月に完成いたしました筒城浜ふれあいジョギングコース等において、６月１０日

から１７日まで十八銀行及び肥後銀行の実業団女子陸上部総勢２３名が、昨年に引き続き壱岐で

の合宿を実施中であります。今後も積極的にＰＲを行い、他の実業団の壱岐合宿につなげてまい
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ります。

次に、商工業の振興につきましては、５月２３日、２４日の２日間、博多駅において観光物産

を行い、海産物、壱岐牛、焼酎の販売に加え、壱岐神楽の上演を行いました。当日は多くの来訪

者でにぎわい、壱岐の特産物のＰＲと今後の観光客誘致への効果を大いに期待するものでありま

す。

また、東京の日本橋長崎館、ゆめタウン広島、そして今年度も九州北部の２カ所の道の駅「佐

賀大和」と「うきは」においても観光物産展を開催し、観光ＰＲや物産販売を行うとともに、県

内離島の自治体や観光連盟と連携し、島の魅力の情報発進に取り組んでまいります。

次に、企業誘致について申し上げます。

平成１９年に立地いただいている株式会社レオパレス２１コールセンターでは、現在、約

７０名の方を雇用いただいております。さらに、本年度、事業拡大に伴い新たなコールセンター

を開設され、２５名を雇用されることとなりました。４月１日に、株式会社レオパレス２１、長

崎県、壱岐市の三者で立地協定を締結し、７月の事業開始に向けて事業所改修等の準備が進めら

れております。市といたしましては、新コールセンターの事業が円滑に開始されるよう支援を行

ってまいります。

次に、福祉健康づくりの充実で安心のまちづくりについて申し上げます。

まず、第２９回全国健康福祉祭長崎大会についてでございます。ねんりんピックの通称で親し

まれている６０歳以上方々を中心とした健康と福祉の祭典「全国健康福祉祭」が、本年１０月

１５日から１８日まで４日間、長崎県内１２市３町の会場で開催されます。全体で２６種目の競

技が予定されており、本市はウオークラリー交流大会の開催地となっております。今回、五島市

でも競技が開催されますが、離島での競技開催はねんりんピックでは初めての試みとなることか

ら、長崎県大会の大きな特徴であり魅力でもあると注目されております。

次に、平成２６年４月の消費税の引き上げによる影響を緩和するため、低所得者に対して制度

的な対応を行うまでの間の暫定的・臨時的な措置として、本年度も臨時福祉給付金が給付される

こととなりました。あわせて、障害基礎年金または遺族基礎年金の受給者皆様に対して、年金生

活者等支援臨時福祉給付金が支給されます。今後、早期に給付できるよう準備を進めてまいりま

す。

健康づくりにつきましては、本市の特定健診における問診結果では、生活習慣病に大きく関係

する１回３０分以上の運動習慣のない市民の方が約７割となっており、この現状を踏まえ健康増

進に向けた各種事業に取り組んでおります。本年９月には、公益財団法人健康・体力づくり事業

財団の補助事業を活用し、「健康日本２１」推進のための啓発事業として、健康日本２１推進壱

岐大会「目指せ健康長寿日本一の島」の開催を計画しております。健康づくり推進委員皆様と協
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働での開催を予定しており、市民皆様が運動に触れ、実際に体験をしていただき、本大会を機に、

一層の生活習慣病予防を推進してまいります。

大項目３、安全安心で環境に優しいまちづくりでございますが、まず防災対策につきましては、

防災は行政の最大の責務であることを常々申し上げておりますが、６月１日から組織機構の見直

しを行い、総務部に危機管理課を新設いたしました。防災・危機管理を統括する課の新設により、

自然災害はもとより専門家する原子力防災など、あらゆる危機に対して迅速かつ適切に対処する

ため、危機管理体制のさらなる強化を図ってまいります。

消防・救急につきましては、本年５月末現在の災害発生状況は、火災発生件数６件、救急出勤

は６４９件となっており、昨年同期と比較しますと、火災は８件減、救急は２５件減となってお

ります。

今後、気温の上昇とともに、熱中症による救急搬送の増加が危惧されますので、予防対策につ

きましては、周知徹底を図ってまいりますが、市民皆様におかれましては、自己管理等十分御注

意いただきますようお願いをいたします。

壱岐市消防団においては、本年度はポンプ操法大会の開催年であり、先月の６月１２日に開催

された勝本・芦辺地区大会を皮切りに６月２６日には郷ノ浦・石田大会、そして７月３日には壱

岐市大会、８月７日には長崎県大会が予定されております。皆様御承知のとおり、壱岐市消防団

は前々回大会、前回大会と全国優勝を果たしており、３連覇に向け、各分団が懸命に練習に励み、

大会に臨んでおります。団員皆様をはじめ御家族皆様、地域の皆様、所属される職場の皆様に心

から敬意と感謝を申し上げる次第であり、各分団の御検討を期待いたしております。

次に、心豊かな人が育つまちづくりでございますが、芦辺小、中学校の校舎建設について申し

上げます。当初予算で議決をいただきました芦辺小学校校舎改築工事につきましては、現校舎の

解体工事を６月２０日までに完了し、校舎改築工事（建築主体）の入札を６月１７日に執行予定

としておりまして、契約締結についての追加議案を、本６月会議中に提出する予定といたしてお

ります。今後、平成２９年４月の供用開始に向け取り組んでまいります。

次に、芦辺中学校校舎建設につきましては、建設予定地のふれあい広場の駐車場の一部と付近

が、昨年平成２７年３月３日に長崎県が工事した土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域に

指定されていることが判明をいたしました。

教育委員会は、今回指定された区域で建設が可能であるかを壱岐振興局と協議を進める中で、

建設が可能であるとの見通しに立って計画を進めてまいりました。

しかしながら、土砂災害法に基づく調査結果で公示された警戒区域や特別警戒区域についての

理解が十分でない中、市民皆様は不安感を抱いているとの指摘を受け、６月３日に住民説明会を

開催し、ふれあい広場を建設候補地とした経過と警戒区域や特別警戒区域についての説明を行い
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ました。建設する校舎は、特別警戒区域にかからないよう建設する等の説明をいたしましたが、

市民皆様からはそれでも不安は残る、無理してそこに建設するのではなく、安全性がより認めら

れる場所で建設することを検討するべきではないかなどの意見をいただきました。

これまで多くの保護者、地域の方々が長い時間をかけて協議され、最終的に歩み寄っていただ

き、求められた建設予定地のふれあい広場でありますが、土砂災害法に基づく調査結果から、こ

の場所が警戒区域との指定を受けるという、新たな状況の変化が生じております。４月に発生し

た熊本地震では、自然災害の恐ろしさ、被害の大きさを改めて知らされました。平成２１年の芦

辺中学校統廃合の決議文に対する回答の中で、私は「ふれあい広場周辺が校舎建てかえ用地とし

て適切でないとの結果が出た場合においては、『校舎建てかえ用地選定委員会』等を立ち上げ、

芦辺中学校統廃合に関する協議会から出された決議文の趣旨を踏まえた検討に入ります」と申し

上げております。

危機管理は行政の最大の責務です。市政を推進する上で市民皆様の生命と安全を守ることは、

何よりも優先されなければなりません。その主旨に立ち、また総合的に判断した結果、芦辺中学

校の校舎建設の予定地については、改めて教育委員会と協議することといたしました。

自然災害の発生や被害が予想を超える現実を踏まえ、防災対策としての判断に対して、市民皆

様の御理解をいただきますようお願いいたします。

現在、芦辺中学校で学んでいる生徒の安全確保のためには、１日も早い新校舎の建設を推進し

なければなりません。校舎建てかえ用地について、教育委員会との協議を早急に行ってまいりま

す。

次に、国内外交流が盛んなまちづくりについて申し上げます。

６月５日開催された「壱岐サイクルフェステイバル２０１６」では、島内外から６９４人の選

手がエントリーされ、関係者などを含めると約１,０００人の方が来島されました。当日は、一

部交通規制を行い、市民皆様には大変御迷惑をおかけいたしましたが、壱岐市消防団をはじめ、

多くの皆様の御協力により、盛会のうちに無事、終了することができました。改めて厚く御礼を

申し上げます。

本年、１０月２日に開催予定の「壱岐ウルトラマラソン」については、５月１６日に福岡市で

大会開催の記者発表を行い、福岡・長崎のテレビ・新聞社１１社にお集まりいただき、広く取り

上げていただいたところであります。

申し込み状況は、６月１２日現在では１００キロ、２３５人、５０キロメートル、１０４人の

応募があり、順調に推移をいたしております。

また、株式会社レオパレス様から本大会のメーンスポンサー就任の内諾をいただいております。

本市御出身の深山社長の壱岐の振興に対する熱い思いであると理解しており、深く感謝を申し上
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げる次第であります。今後、株式会社レオパレス２１様とともに、メディア等あらゆる機会を利

用し、さらに積極的な情報発信を行ってまいります。

次に、壱岐市御柱祭の開催についてでございますが、姉妹都市である長野県諏訪市との交流事

業の一環として、壱岐市御柱祭が７月９日に実行委員会主催により開催されます。同御柱祭は、

これまで合併前の旧勝本町において平成１０年に、合併後の壱岐市において平成１６年及び平成

２２年に開催されております。

壱岐市御柱祭の内容は、前日に歓迎式、当日には壱岐ならではの海引きを勝本港で行った後、

小中学生や市民の皆様による里引きを城山公園まで行うこととなっております。当日は、一部交

通規制も入りますが、姉妹都市とのさらなる交流の促進と地域活性化のため、市民皆様の御理解、

御協力をお願い申し上げます。

移住・定住促進についてでございますが、本年４月に長崎県への移住相談窓口として「ながさ

き移住サポートセンター」が設立されました。サポートセンターについては、県と全市町で協同

運営を行い、相談体制、情報発進の強化を図ることといたしております。市といたしましても、

ワンストップ窓口を設置し、移住者に対する住宅購入や賃貸住宅の家賃、引っ越し空き家の改修

にかかわる費用の一部助成など、支援を行うとともに、壱岐の魅力や風土、関係各課の支援制度

等を記載した移住ガイドブックの作成、移住相談会への参加など、積極的に情報発信を行ってま

いります。

また、本年６月１日から、移住・定住促進担当として、新しく１名の地域おこし協力隊員の採

用を行い、現在、本市では２名の隊員が活動しております。このたび採用した吉野隊員は、人口

減少対策として、移住・定住希望者に対し、壱岐市におけるライフスタイルの提案、支援策の提

供、住む場所や働く場所に関する情報の提供、起業支援、移住・定住を促進するイベントの企

画・立案、ＵＩターン者への相談や地域との連携を図り、定住しやすい町にするコーディネート

などが主な活動となっております。市の地域振興推進課に配属し、今後外からの視点を生かし、

１人でも多くの受け入れを期待するものであります。

市道整備につきましては、当初予算で計上した継続の補助事業・起債事業の早期発注に向けて

準備を進めております。

今回、単独事業の継続分として３路線の整備、起債事業分として１路線の改築と１路線の設計

業務、維持補修事業として８路線についてそれぞれ所要の予算を計上しております。

住宅建設につきましては、２団地の防水改修工事及び耐震改修工事に所要の予算を計上いたし

ております。

次に、参画と協働による市民が主役のまちづくりでございますが、男女共同参画の推進につき

ましては、平成１８年度に策定した第１次壱岐市男女共同参画基本計画について、平成１９年度
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から平成２８年度までの１０年間の計画期間が満了することになるため、本年度、次期平成

２９年度から平成３８年度までの計画期間１０年間の第２次壱岐市男女共同参画基本計画を策定

いたします。

また、平成２７年８月に制定された「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」いわ

ゆる「女性活躍推進法」に基づく女性活躍推進契約の策定が努力義務とされていることもあり、

第２次計画では女性活躍推進計画をあわせた男女共同参画基本計画を策定するようにいたしてお

りまして、今回、所要の予算を計上いたしております。

次に、市税の収入状況について申し上げます。平成２７年度の市税の収入状況につきましては、

現年度分は調定額２１億６,９３７万円に対し、収入額２１億３,１４８万円で、収納率は

９８.２５％、前年度対比マイナス０.０６％であります。滞納繰越分は、調定額２億７,７７０万

円に対し、収入額２,６０８万円で、収納率は９.３９％、前年度対比マイナス１.０２％であり

ます。

国民健康保険税につきましては、現年度分調定額７億９,５２３万円に対し、収入額７億

５,７８４万円で、収納率は９５.３０％、対前年度比プラス０.６４％であります。滞納繰越分

調定額３億６３６万円に対し、収入額４,２１５万円で、収納率は１３.７６％、前年度対比プラ

ス１.６６％であります。

以上が、平成２７年度市税の収入決算額であります。県内の経済は、持ち直しつつあり、緩や

かながら景気回復に向かうことが期待されていますが、一方で、平成２８年熊本地震の影響や中

国等の景気の下振れなど、景気を下押しするリスクも否定できません。本市においても、基幹産

業である第一次産業について、子牛平均価格の高値更新や漁獲高の増加等、一定の明るい兆しが

見えるものの、依然厳しい状況にあります。

こうした中、市民皆様や自治公民館長様の納税に対する御理解、御協力を賜り、国民健康保険

税については、前年度収納率を上回ることはできましたが、市税についてはわずかに前年度収納

率を下回る結果となりました。市税等の徴収を取り巻く環境は依然として厳しい状況ですけれど

も、現年度分の徴収強化を図るとともに、滞納繰越分については県と市の連携・協働による滞納

整理を強化し、累積滞納額の縮減に努めてまいります。

壱岐市行政の基幹財源である税の確保と公平・公正な税務行政の実現に向けて一層の努力をい

たす所存でありますので、引く続き、市民皆様の御理解、御協力を賜りますようお願いを申し上

げます。

次に、議案関係について御説明いたします。

平成２８年度当初予算については、３月会議において可決いただいたところでありますが、市

長選挙前の骨格予算であったため、本会議において政策的予算を含めた補正予算案を提出してお
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ります。その概要は一般会計補正額８億３,２０３万９,０００円、介護保険事業特別会計補正額

９６６万９,０００円となり、本会議に提出した補正額の合計は８億４,１７０万８,０００円と

なります。

なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は２３０億２,３５４万３,０００円で、特別

会計につきましては１０９億２,２６５万３,０００円となっております。本日提出した案件の概

要は、条例の制定・改正にかかわる案件２件、平成２８年度予算案件２件、平成２７年度予算の

専決処分にかかわる報告案件２件、繰り越し計算書の報告案件３件、市道路線の認定にかかわる

案件１件でございます。案件の詳細については、担当部長、課長等から説明をさせますので御了

承願います。

何とぞ十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願いを申し上げます。

以上をもちまして、前会議以降の市政の重要事項また政策等について申し述べましたが、さま

ざまな行政課題に対し、今後も誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各

位並びに市民皆様の御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げまして、行政報告といたしま

す。

〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） これで行政報告を終わります。

音嶋議員。

○議員（４番 音嶋 正吾君） 議長に、お諮りをいたします。

前もって市長から行政報告の提出を受けておりました。そして、本日、今行政報告をお聞きい

たしました。私が、５月の議会におきまして芦辺中学校建設設計予算の一時凍結の動議を提出を

いたしておりました。その件に関しまして質疑・討論・採決は行われておりません。本議会にお

きまして、議長がいかに取り計らっていただきますように、お願いを申し上げます。

以上です。

────────────・────・────────────

日程第５．報告第４号～日程第１４．議案第５５号

○議長（鵜瀬 和博君） それでは、引き続き日程第５、報告第４号平成２７年度壱岐市一般会計

補正予算（第１３号）の専決処分の報告についてから日程第１４、議案第５５号平成２８年度壱

岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）まで、以上１０件を一括議題とします。

ただいま上程しました議案について、報告及び提案理由の説明を求めます。白川市長。

〔市長（白川 博一君） 登壇〕

○市長（白川 博一君） 本日上程の報告並びに議案につきましては、担当部長及び担当課長に説

明をさせますので、よろしくお願いいたします。
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〔市長（白川 博一君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 中上財政課長。

〔財政課長（中上 良二君） 登壇〕

○財政課長（中上 良二君） 報告第４号平成２７年度壱岐市一般会計補正予算（第１３号）の専

決処分の報告について御説明申し上げます。

平成２７年度壱岐市の一般会計補正予算（第１３号）について、地方自治法第１８０条第１項

並びに壱岐市議会基本条例第１１条第１項第３号及び第４号の規定により、別紙のとおり専決処

分したので、地方自治法第１８０条第２項及び壱岐市議会基本条例第１１条第２項の規定により

報告するものでございます。本日の提出でございます。

補正予算書の１ページをお願いいたします。

専決第３号、専決処分書、地方自治法第１８０条第１項並びに壱岐市議会基本条例第１１条第

１項第３号及び第４号の規定による専決処分でございます。

平成２７年度壱岐市の一般会計補正予算（第１３号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億２,１９０万

９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３６億９,３９７万３,０００円

とします。第２項は記載のとおりでございます。

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表地方債補正によります。

本専決処分の内容は、地方譲与税、地方消費税交付金及び特別交付税等の交付決定並びに起債

対象事業費の最終確定に伴う事業費の減額、それに地方債の変更、また財源として計上しており

ました財政調整基金、地域振興基金、合併振興基金等基金繰入金、いわゆる基金の取り崩しの減

額を行うとともに、剰余金を後年度の公債費償還費に充てるため、減債基金への積立金等が主な

内容でございます。平成２８年３月３１日付をもって専決処分したものでございます。

次に、２ページ、３ページをお願いいたします。

第１表、歳入歳出予算補正、歳入及び歳出の補正の款項の区分の補正額等については、第１表

歳入歳出予算補正に記載のとおりでございます。

次に、４ページから５ページをお願いいたします。

第２表地方債補正について記載しております。１変更ですが、各起債対象事業費の確定により、

起債の限度額をそれぞれ表に記載のとおり補正額の限度額を変更しております。起債の方法、利

率及び償還の方法については変更はございません。

次の、６ページにつきましても同様でございます。

それでは、事項別明細書により、主な補正内容を御説明申し上げます。

１０、１１ページをお願いいたします。まず、歳入について御説明いたします。
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２款地方譲与税から６款地方消費税交付金まで、交付額の確定により、それぞれ増減補正をし

ております。

地方消費税交付金につきましては、平成２６年４月１日から消費税率が５％から８％に引き上

げられたことに伴う増額が主な理由でございます。

次に、１２ページ、１３ページをお願いいたします。

７款ゴルフ場利用税交付金から１０款地方交付税まで、交付額の確定で、それぞれ増減補正を

いたしております。

なお、１０款地方交付税は、特別交付税の３月交付額が決定し、今回２億４,７２４万

６,０００円を追加いたしております。平成２７年度の特別交付税の総額は７億８,１３７万

６,０００円で、前年度と比較しますと、５３７万３,０００円の減となっております。

次に、１４款国庫支出金、小学校費の学校施設環境改善交付金４,１０３万８,０００円、同じ

く中学校費の学校施設環境改善交付金１４６万７,０００円の減額は、全国防災事業債合併特例

債の起債対象事業費確定による補助金を減額をいたしております。

次に、１５款県支出金、再生可能エネルギー等導入推進基金補助金については、壱岐文化ホー

ルの太陽光発電施設整備にかかる補助金の額の確定により、６２０万１,０００円の減額をいた

しております。

次に、１６款財産収入、アワビ種苗売り払い収入は、アワビ種苗の出荷数の増によるもので

１５１万円を増額し、栽培漁業振興基金へ積み立てております。

次に、１４ページ、１５ページをお願いをいたします。

１７款寄附金、ふるさと応援寄附金は、３月末の寄附申込額の額の確定により６５６万

７,０００円を増額し、寄附金申込総額は１億６５６万７,０００円となります。あわせて、同

６５７万７,０００円を歳出の２款１項６目企画費ふるさと応援寄附金への積立金の不足分とし

て増額しております。

次に、１８款基金繰入金の減額補正は、特別交付税等の一般財源の増額により、当初予定して

おりました財政調整基金繰入金３億６,７９６万８,０００円、地域振興基金繰入金を７,５００万

円、合併振興基金繰入金５,２５０万円、また松永記念館維持管理基金繰入金４００万円をそれ

ぞれ減額するとともに、過疎地域自立促進特別事業基金繰入金１,２００万円、ふるさと応援寄

附金７０万円をそれぞれ実績により減額しております。

次に、２１款１項１目辺地対策事業債で、芦辺港漁業集落環境整備事業や道路改良事業などの

３月末の実績減により１８０万円の減額補正をしております。

２目過疎対策事業債で、旧箱崎中学校跡地整備事業や道路改良事業など、また過疎対策事業債

ソフト分で、離島輸送コスト支援事業や漁業用燃油高騰緊急対策事業費などの３月末の実績によ
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り、合計２,７１０万円の減額補正を行っております。

３目土木債、自然災害防止事業債の急傾斜地崩壊対策事業について、事業費確定により１０万

円の減額補正、また公営住宅建設事業で赤滝団地公営住宅耐震改修事業など、３月末の実績によ

り３１０万円の減額補正をしております。

４目合併特例事業債で、芦辺小学校校舎解体事業、また各校舎の耐震補強工事などの事業費確

定により、１,８３０万円の減額補正をしております。

６目災害復旧事業債、公共土木施設災害復旧事業で、単独災害復旧事業費の確定により８０万

円の減額補正をしております。

７目教育債、全国防災事業で盈科小学校校舎耐震補強事業など事業費の確定により１,０３０万

円を減額補正、緊急防災減災事業で大谷体育館耐震改修事業の事業費の確定により２０万円の増

額をしております。

次に、１６ページ、１７ページをお願いいたします。

８目商工債、緊急防災減災事業債で企業誘致施設整備として、旧鯨伏中学校校舎の耐震補強等

事業の事業費確定により１０万円の増額をしております。

次に、歳出についてでございます。別紙資料２の平成２７年度３月３１日専決補正予算概要で

御説明をいたします。

主に起債対象事業費確定による不用額の減額補正を行っております。

資料２の２ページ、３ページをお願いいたします。

２款１項３目財政管理費、減債基金積立金及び過疎地域自立促進特別事業基金積立金は、３月

末の特別交付税額等の決定並びに起債事業費確定による一般財源不用額分を、後年度の公債費償

還の財源として減災基金に１,０２５万５,０００円を減額するとともに、過疎地域自立促進特別

事業基金への積立金について、実績により１,２４９万９,０００円を減額しております。

６目企画費、ふるさと応援寄附金で３月末実績額が１億６５６万７,０００円の寄附があり、

ふるさと応援基金への積立金の不足分を同額を増額しております。

５款３項２目水産業振興費、栽培漁業振興基金積立金は歳入の財産収入で御説明をいたしまし

たアワビ稚苗売り払い収入のアワビ稚苗の出荷数の増によるもので１５１万円を栽培漁業振興基

金へ積み立てております。その他、起債対象事業費確定のよる不用額の減額補正及び財源調整を

行っております。

次に、資料の６ページをお願いいたします。基金の状況については、記載のとおりでございま

す。

次に、補正予算書第１３号の最後の２６ページをお願いいたします。

地方債の見込みに関する調書について記載をいたしております。平成２７年度末現在高見込額
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が、２７６億２,７５５万５,０００円となります。

以上で、平成２７年度壱岐市一般会計補正予算（第１３号）について専決処分の報告を終わり

ます。

〔財政課長（中上 良二君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 報告第５号について御説明いたします。

平成２７年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第５号）の専決処分の報告について、平成

２７年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第５号）について、地方自治法第１８０条第１項

並びに壱岐市議会基本条例第１１条第１項第３号及び第４号の規定により、別紙のとおり専決処

分したので、地方自治法第１８０条第２項及び壱岐市議会基本条例第１１条第２項の規定により

報告するものでございます。本日の提出です。

補正予算書の１ページをお開き願います。

専決第４号、専決処分書、地方自治法第１８０条第１項並びに壱岐市議会基本条例第１１条第

１項第３号及び第４号の規定により、次のとおり専決処分する。平成２７年度壱岐市の下水道事

業特別会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによります。

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９７５万９,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億３,９０３万９,０００円とします。第

２項及び第２条は、記載のとおりでございます。平成２８年３月３１日専決です。

８から９ページをお開きください。

２歳入ですが、３款国庫支出金の１目土木費補助金で１５０万円の減額、５款の１目一般会計

繰入金で４４５万９,０００円の減額、８款の１目下水道事業債で３８０万円の減額をしており

ますので、歳入総額で９７５万９,０００円の減額となります。

１０から１１ページをお願いします。

３歳出ですが、１款２項１目施設整備費で７７５万９,０００円の減額。

２款の１目施設整備費で２００万円の減額をしております。

主な専決処分の内容は、公共下水道事業及び漁業集落排水整備事業の実績による減額を行い、

これに伴う地方債などの変更を行っております。資料２の４から５ページに記載しておりますの

で、御参照願いたいと思います。

以上で、報告５号についての説明を終わらせていただきます。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） ここで、暫時休憩をいたします。再開を１１時１０分といたします。
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午前10時58分休憩

………………………………………………………………………………

午前11時10分再開

○議長（鵜瀬 和博君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

引き続き議案について報告及び提案理由の説明を求めます。

中上財政課長。

〔財政課長（中上 良二君） 登壇〕

○財政課長（中上 良二君） 報告第６号平成２７年度壱岐市一般会計予算の繰越明許費繰越計算

書の報告について、御説明申し上げます。

平成２７年度壱岐市一般会計予算の繰越明許費は、次のとおり翌年度に繰り越したので、地方

自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するものでございます。本日の提出でございま

す。

次のページをお願いいたします。

平成２７年度一般会計繰越明許費繰越計算書の内容は、さきに議決をいただいておりました繰

越明許費総額７億９,７３５万２,０００円のうち、実際に翌年度に繰り越した額は７億

４,５１３万８,３４０円でございます。主なものは、国の補正予算による地方創生加速化交付金、

臨時福祉給付金事業、長崎県原子力災害対策施設整備事業及び道路橋梁新設改良事業、公営住宅

改修事業等に要する経費で、事業ごとの翌年度繰越額及び財源内訳につきましては、記載のとお

りでございます。

以上で、平成２７年度壱岐市一般会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告を終わります。

〔財政課長（中上 良二君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 報告第７号について御説明いたします。

平成２７年度壱岐市簡易水道事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告について、平成

２７年度壱岐市簡易水道事業特別会計予算の繰越明許費は、次のとおり翌年度に繰り越したので、

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するものでございます。本日の提出です。

次のページをお開きください。

漁業集落排水整備工事及び市道改良工事に伴う配水管布設がえの分で、繰越明許費はさきに議

決をいただいておりました予算計上額５０２万２,０００円のうち、実際に繰り越した額は

２７６万８００円となりました。

続きまして、報告第８号について御説明いたします。
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平成２７年度壱岐市下水道事業特別会計予算の繰越明許費繰越計算書の報告について、平成

２７年度壱岐市下水道事業特別会計予算の繰越明許費は、次のとおり翌年度に繰り越したので、

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するものでございます。本日の提出です。

次のページをお開きください。

公共下水道の分で、繰越明許費はさきに議決をいただいておりました予算計上額２,１００万

円のうち、実際に繰り越した額は１,８６５万円です。また、漁業集落排水の分で、予算計上額

１,７００万円のうち、実際に繰り越した額は８９２万５,０００円です。合計では、予算計上額

３,８００万円のうち、実際に繰り越した額は２,７５７万５,０００円となりました。

以上で、第７号、第８号の説明を終わらせていただきます。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 堀江市民部長。

〔市民部長（堀江 敬治君） 登壇〕

○市民部長（堀江 敬治君） 議案第５１号について御説明をいたします。

議案第５１号壱岐市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正に

ついて、壱岐市家庭的保育事業等の設備・運営に関する基準を定める条例の一部を別紙のとおり

改正する。本日の提出でございます。

提案理由は、建築基準法施行令及び地方自治法施行令の一部を改正する政令が公布されたこと

により、国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準について一部改正が行われたことに

伴い、所要の改正を行うものでございます。

次のページをお開き願います。

改正内容は、記載のとおりでございます。また、議案関係資料としまして新旧対照表を添付し

ておりますので、御参照ください。

改正概要を説明しますと、第２８条及び第４３条では特別非常階段に係る規制が合理化され、

屋内と階段室とが付室を通じて連絡する場合においては、階段室または付室構造が通常の火災時

に生ずる煙が付室を通じて階段室に流入することを有効に防止できるものとして、国土交通大臣

が定めた構造方法を用いるもの、または国土交通大臣の認定を受けたものに、それぞれの保育事

業所の設備基準を改め、また第２９条、第３１条、第４４条及び第４７条では、あわせて職員の

配置資格について保健師または看護師に、准看護師が追加されたため所要の改正を行うものでご

ざいます。対象施設としましては、小規模保育施設、事業所内保育施設でございます。

附則としまして、この条例は公布の日から施行するものでございます。

以上で、議案第５１号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔市民部長（堀江 敬治君） 降壇〕
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○議長（鵜瀬 和博君） 竹内農業委員会事務局長。

〔農業委員会事務局長（竹内 真治君） 登壇〕

○農業委員会事務局長（竹内 真治君） 議案第５２号壱岐市農業委員会の委員及び農地利用最適

化推進委員の定数を定める条例の制定について、御説明申し上げます。

壱岐市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例を別紙のとおり定め

る。本日の提出でございます。

提案理由でございますが、農業委員会等に関する法律等の改正に伴いまして、農業委員会の委

員の定数を定めるとともに、新たに農地利用最適化推進委員の定数を定める必要があるために、

条例を制定するものでございます。

次のページをお願いします。

第１条につきましては、趣旨でございます。

第２条につきましては、農業委員の定数を１９人と定めているところでございます。

第３条につきましては、推進委員の定数を４０人以内と定めているところでございます。

附則といたしまして、この条例は平成２８年７月１日から施行することといたしております。

なお、経過措置といたしまして、施行時に在任する農業委員はその任期満了の日まで在任する

ものとし、推進員の委嘱も行わないとなっております。

以上で、議案第５２号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。

〔農業委員会事務局長（竹内 真治君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 原田建設部長。

〔建設部長（原田憲一郎君） 登壇〕

○建設部長（原田憲一郎君） 議案第５３号市道路線の認定について、市道路線を別紙にとおり認

定するものでございます。本日の提出です。

提案理由は、市道として整備する必要があるため、道路法の規定に基づいて提案するものでご

ざいます。

次のページには、認定路線の調書を記載しております。

次のページからは、路線の所在地及び延長などを記した図面を添付しております。

以上で、議案第５３号について説明を終わらせていただきます。

〔建設部長（原田憲一郎君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 中上財政課長。

〔財政課長（中上 良二君） 登壇〕

○財政課長（中上 良二君） 議案第５４号平成２８年度壱岐市一般会計補正予算（第２号）につ

いて御説明申し上げます。



- 26 -

平成２８年度壱岐市の一般会計補正予算（第２号）は次に定めるところによる。歳入歳出予算

の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億３,２０３万９,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２３０億２,３５４万３,０００円とします。第２項は記

載のとおりでございます。

地方債の補正、第２条、地方債の追加変更は、第２表地方債補正によるものでございます。本

日の提出でございます。

２、３ページをお願いいたします。

第１表、歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。

今回の補正予算は、市長選挙の関係で当初予算が経常的経費と継続事業、国の施策に応じた骨格

予算であったため、今回の補正は政策的予算を含めた、いわゆる肉づけ予算となっております。

次に、６ページ、７ページをお願いいたします。

第２表、地方債補正、１追加、災害復旧事業債は公共土木施設等の単独災害復旧事業債

１,０００万円を追加しております。２変更で、辺地対策事業債は限度額１億８,２１０万円を、

２億６,６７０万円、８,４６０万円を増額しております。これは、壱岐地域青果物等流通拠点整

備事業補助金等にそれぞれ充当しております。

次に、過疎対策事業債はハード分で限度額３億７,４３０万円を、３億９,３３０万円に

１,９００万円を増額しております。道路改良事業等に充当いたしております。

次に、過疎対策事業債過疎地域自立促進事業は、過疎債ソフト分でございますが、限度額４億

３,５３０万円を４億７,３４０万円に、３,８１０万円を増額しております。今回、島外通勤等

交通費助成事業、乳幼児福祉医療費助成事業等に充当するため、他の事業との財源調整を行って

おります。

次に、土木債の限度額、１億８,７２０万円を２億４,９９０万円に、６,２７０万円を増額し

ております。これは、公営住宅建設事業債で久喜団地耐震改修工事等に充当しております。

次に、８ページをお願いいたします。

合併特例債の限度額、９億９５０万円を９億３２０万円に、６３０万円の減額をしております。

これは、当初合併特例債を充当しておりました市庁舎の耐震改修等事業に、国の社会資本整備総

合交付金の内示があったことに伴うものでございます。

次に、事項別明細書により、歳入の主な内容について御説明をいたします。

１２、１３ページをお願いいたします。

１０款１項１目地方交付税で不足する一般財源について、普通交付税７,０４７万１,０００円

を追加しております。

次に、１４款２項１目総務費国庫補助金、離島活性化交付金１億１,５８９万５,０００円につ
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きましては、壱岐地域青果物等流通拠点施設整備事業等の事業に対し、国の内示を受け追加して

おります。

次に、１５款２項４目農林水産業費県補助金、畜産競争力強化対策整備事業補助金は、畜産ク

ラスター構築事業として妊娠牛導入、牛舎、堆肥舎等の施設整備に対する補助金として９,４６４万

２,０００円を追加しております。

次に、６目土木費県補助金、長崎県３世代同居・近居促進事業補助金につきましては、小学生

以下の子供がいる子育て世帯を含む３世代が新たに同居・近居するための住宅の改修、中古住宅

の取得に対する補助の２分の１として４００万円を追加しております。

次に、１４ページ、１５ページをお願いいたします。

１８款１項１目基金繰入金、このうち合併振興基金繰入金３,２５０万円は、まちづくり市民

力事業コミュニティ施設バリアフリー化補助金、議会中継システム音響設備改修工事に対し繰り

入れることといたしております。

次に、１６ページ、１７ページをお願いをいたします。

２１款市債につきましては、ただいま御説明をいたしました第２表地方債補正で説明したとお

りでございます。

次に、歳出について説明をいたします。まず、歳出全般について、今回人事異動会計間の異動

に伴う職員給与費等の組みかえによる補正を行っております。給与費明細書については、

４７ページから４９ページに記載しておりますので、後ほど御参照願います。

それでは、資料３の平成２８年度６月補正予算（案）概要で説明をいたします。

資料３の２ページ、３ページをお願いいたします。

１款１項１目議会中継システム音響設備改修工事２,３７４万円の補正は、議場中継システム

が耐用年数を超過しているため、安定的な議会中継を行うために音響設備を改修するものでござ

います。

２款１項１目一般管理費、コミュニティ施設バリアフリー化補助金２８８万円については、自

治公民館が管理するコミュニティ施設のバリアフリー化改修に対し、限度額を６０万円、対象経

費の５分の３以内を補助するものでございます。

２款１項６目企画費、移住ガイドブック作成業務１７２万８,０００円の補正は、壱岐市への

ＵＩＪターン等による移住を促進させるため、島の魅力、暮らし、仕事、支援制度を記載した移

住ガイドブックを２,０００部作成し、移住希望者に向けて情報を発信するものでございます。

次に、４ページ、５ページをお願いをいたします。

同じく２款１項６目企画費、定住奨励事業６５３万２,０００円は、本市への定住プロジェク

トの推進、移住者の増加を図るため、本市への移住者に対する住宅取得に対する補助、また住宅
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家賃に補助、移住費用、中古住宅等の改修費補助を行うものでございます。

また、同じく６目企画費で、これまで実施してまいりました島外通勤通学者交通費助成事業

７００万円、まちづくり市民力事業６００万円を追加しております。

次に、資料の６ページ、７ページをお願いいたします。

３款１項１目社会福祉総務費、臨時福祉給付金給付事業５,８７２万６,０００円は、平成

２６年４月１日から実施されている消費増税に伴う所得の低い方への影響を緩和するため、昨年、

一昨年に引き続き、暫定的、臨時的な措置として、それぞれ資料に記載のとおり給付金が支給さ

れるものでございます。あわせて、１億総活躍社会の実現に向けて、障害基礎年金、遺族年金受

給者皆様に対しての年金生活者等支援臨時福祉給付金を支給されるものでございます。

次に、８ページ、９ページをお願いいたします。

５款１項３目農業振興費、壱岐地域青果物等流通拠点整備事業補助金１億３,１２１万

５,０００円は、本市の青果物の流通機能の強化と機能の拡充等を図るため、ＪＡ壱岐市の野菜

集荷場及び多目的集荷場の整備を図るので、離島活性化交付金の２分の１の補助を受け補正をし

ております。

次に、１０ページ、１１ページをお願いいたします。

５款１項４目畜産業費畜産競争力強化対策整備事業は、地域産業の核となる畜産の生活基盤を

確保するとともに、国際競争力強化のため壱岐地域畜産クラスター協議会が事業主体となり、牛

舎４棟、堆肥舎２棟等の整備に対し、国２分の１、県１３.５％、市１１.５％、または１０％、

妊娠牛計５０頭の導入に対し、定額２７万５,０００円の補助金、合わせて１億８８６万

７,０００円を補正しております。

次に、５款３項２目水産業振興費で漁業就業者確保育成総合対策事業、認定漁業者事業は、認

定漁業者の支援事業として機器導入や基幹乾燥、新規漁法等に使用する漁具等新技術導入に対す

る補助として、１,２５０万円を補正しております。

次に、１２ページ、１３ページをお願いいたします。

次に、６款１項１目商工総務費、企業誘致関連移住者用住宅修理については、歳入の地域振興

基金繰入金のおり御説明いたしました地域振興基金繰入金でございますが、レオパレス２１の新

規コールセンター事業の実施にあたり、本社より１３名の社員が転勤で着任されるための宿舎の

確保を図るための、長崎県壱岐病院所有の住宅の修理４戸分、１８３万１,０００円を補正して

おります。

次に、１４ページ、１５ページをお願いいたします。

同じく２目商工振興費、食品開発等支援事業補助金３００万円については、個人事業者が行う

壱岐の食材を使った商品開発に対し、事業費の３分の２、上限１００万円で補助するものでござ
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います。

次に、４目観光費、日本遺産情報発信強化事業１,６５５万円の補正は、日本遺産の島壱岐の

観光資源と特産品をＰＲし、交流人口の拡大を図るため、横断幕、リーフレットの作成、ラッピ

ングバス、広告、離島遺産体験ツアーなど、離島活性化交付金の２分の１の補助を得て実施する

ものであります。

次の、戦略的情報発信強化事業１,８４０万８,０００円は、テレビ番組招請、旅行会社の送客

支援やスポーツ文化交流、離島体験ツアーなど、同じく国の離島活性化交付金の２分の１の補助

を得て実施するものであります。

次の、サンドーム壱岐、屋内競技場屋根改修工事３,３８２万９,０００円は、本施設の屋根部

分が強風等により破損してるため改修を行うものであります。

次に、７款２項２目道路橋梁維持費、市道維持補修工事６,４６２万円の補正は、今回、緊急

を要する老朽化した市道の維持補修等について８路線を単独の経済対策の一環として追加をして

おります。

３目道路橋梁新設改良費の市道中砂大谷線ほかの局部改良事業費については、単独の経済対策

事業費として１,７４０万円、また市道山崎線の測量設計、芦辺向町の道路改築工事として

４,０３４万４,０００円を追加しております。

次に、１６ページ、１７ページをお願いいたします。

７款７項１目住宅管理費３世代同居・近居促進事業補助金８００万円については、先ほど歳入

で御説明したとおりでございます。

次に、７款７項２目公営住宅建設事業費で三本松団地３棟の外壁及び屋上防水等改修工事ほか、

久喜団地の耐震改修工事等について社会資本整備交付金の内示があり、単独分を含め総事業費

１億１,６４５万円を追加しております。

以上で、平成２８年度壱岐市一般会計補正予算（第２号）について説明を終わります。御審議

のほど、よろしくお願いいたします。

〔財政課長（中上 良二君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） 髙下保健環境部長。

〔保健環境部長（髙下 正和君） 登壇〕

○保健環境部長（髙下 正和君） 議案第５５号平成２８年度壱岐市介護保険事業特別会計補正

予算（第１号）について御説明いたします。

平成２８年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正、第１条保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ

９６６万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億６,７３６万
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６,０００円とする。第２項については、記載のとおりでございます。本日の提出でございます。

２ページ、３ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正については、記載のとおりでございます。理由といたしましては、

人事異動に伴うものでございます。

次に、５ページから７ページには、歳入歳出補正予算事項別明細書を記載をいたしております。

８ページ９ページをお開き願います。

２歳入につきましては、一般会計からの繰入金９６６万９,０００円を増額補正をいたしてお

ります。

１０ページ、１１ページをお開き願います。

３歳出につきましては、３款２項１目一般介護予防事業費の給料及び職員手当等共済費をそれ

ぞれ減額補正し、３款３項１目包括支援事業任意事業費の給料及び職員手当等共済費をそれぞれ

増額補正をいたしております。

１２ページ、１３ページには給与費明細を記載しておりますので、ご覧ください。

以上で、議案第５５号の説明を終わらせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いいた

します。

〔保健環境部長（髙下 正和君） 降壇〕

○議長（鵜瀬 和博君） これで、市長提出議案の説明が終わりました。

────────────・────・────────────

○議長（鵜瀬 和博君） 以上で、本日の日程は終了いたしました。次の本会議は、６月１７日金

曜日、午前１０時から開きます。

本日は、これで散会いたします。お疲れさまでした。

午前11時36分散会

──────────────────────────────


